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３ 要 旨 

 会津平坦地は中・浜通りに比べ籾数が多めに確保され多収を得やすい反面、籾数が過剰となり品質の低

下、食味の低下を招き易い。このため、適正な籾数と幼穂形成期の栄養管理について検討した。 

(1) ㎡当り籾数が多くなるにしたがって増収するが、籾数が35000粒以上では増収効果は認められなかっ

た。 

(2) ㎡当り籾数が34000粒を超えると、乳白粒、腹白粒、青未熟粒が発生し、外観品質(1- 9)にばらつきが生

じた。外観品質の1等相当(1-3)を目標とした㎡当り籾数は30000粒～34000粒であった。この籾数レベルか

ら収量は70～75kg/aが期待される。 

(3) ㎡当り籾数が多くなると玄米中のタンパク質含量は増加した。食味を低下させないため、タンパク質含量

8％以下を目標とした場合の㎡当り籾数は34000粒以下であった。 

(4) ㎡当り籾数30000粒～34000粒を得る幼穂形成期の葉色(SPAD値)の目標値は、34～36であった。


